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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】積層電力モジュール用コネクタ組立体を提供す
る。
【解決手段】電力モジュールの其々は、正面板、背面板
、天面板、底面板、左側面板、右側面板及び電力モジュ
ールに収容されるバッテリパックを含む。電力モジュー
ルの背面板は、該背面板に取り付けられるコネクタモジ
ュール３を含み、コネクタモジュール３は、バッテリパ
ックに接続された少なくとも１つの電源コネクタ３１及
び少なくとも１つの信号コネクタ３２を含む。コネクタ
モジュール３の少なくとも１つの電源コネクタ３１及び
少なくとも１つの信号コネクタ３２は、天面板の水平面
より突出するように配置される。
【選択図】図９
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　積層電力モジュール用コネクタ組立体であり、前記電力モジュールの其々は、正面板、
背面板、天面板、底面板、左側面板、右側面板及び前記電力モジュールに収容されるバッ
テリパックを備えるコネクタ組立体であって、
　コネクタモジュールは、各電力モジュールの前記背面板に、前記天面板に隣接する位置
で取り付けられ、前記コネクタモジュールは、前記バッテリパックに接続された少なくと
も１つの電源コネクタ及び少なくとも１つの信号コネクタを含み、
　前記コネクタモジュールの前記少なくとも１つの電源コネクタ及び前記少なくとも１つ
の信号コネクタは、前記電力モジュールの前記天面板の水平面より突出するように配置さ
れ、
　前記コネクタモジュールに対応する相手方挿入受口組立体は、前記底面板に隣接する位
置で、前記電力モジュールの前記背面板に取り付けられることを特徴とする、
　コネクタ組立体。
【請求項２】
　前記コネクタモジュールは、少なくとも１個のヒューズを基板に備える回路基板を含む
ことを特徴とする、請求項１に記載のコネクタ組立体。
【請求項３】
　前記コネクタモジュールは、前記相手方挿入受口組立体を、前記コネクタモジュールに
挿入するようにガイドするための少なくとも１つの挿入ガイド部を含むことを特徴とする
、請求項１に記載のコネクタ組立体。
【請求項４】
　前記コネクタモジュールは、前記電力モジュールの前記背面板に対して平坦で滑らかな
表面を形成するように配置されることを特徴とする、請求項１に記載のコネクタ組立体。
【請求項５】
　前記電力モジュールの前記左側面板及び前記右側面板は、其々放熱フィン組立体を備え
ることを特徴とする、請求項１に記載のコネクタ組立体。
【請求項６】
　前記電力モジュールの前記左側面板及び前記右側面板は、其々、該板に形成される少な
くとも１つのクーラント液流路を備えることを特徴とする、請求項１に記載のコネクタ組
立体。
【請求項７】
　前記電力モジュールの前記左側面板及び前記右側面板は、其々係止体を備えることを特
徴とする、請求項１に記載のコネクタ組立体。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、電力モジュールの接続構造体、特に、積層電力モジュール用コネクタ組立体
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電力モジュールは、蓄電及び蓄電力を供給する様々な電気製品に幅広く使用されている
。複数の電力モジュールを組み合わせるのに、電力モジュールの従来の構成は、フレーム
又は箱構造体を囲む金属製ハウジングを含み、次にバッテリパックは、ボルト、保持棒、
保持タブ、リベット等の係止体（ｌｏｃｋ）によってフレーム又は箱中に置かれ、固定さ
れ、その後、コネクタ又は接続ケーブルに接続される。かかる従来の構成には、組立が難
しい、分解や維持が難しい、フレームの材料費が高いといった幾つかの欠点がある。
【０００３】
　また、複数の電力モジュールが組み合わされて、増大された電力モジュールを形成する
際に、複数の電力モジュールの電源ライン及び信号ラインは、互いに接続されなければな
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らない。これまでは、コネクタソケットを、各電力モジュールの裏面に設けるのが一般的
な方法であり、電気ケーブルは、１本ずつ、外部プラグによって接続ソケットに挿入され
る。この作業工程は、組立作業費の大幅な無駄を招き、一般的に、熟練したオペレータに
頼ることになる。加えて、ケーブルは、不規則で乱雑に電力モジュールの裏面に配置され
るため、見た目が悪く、メンテナンスが困難になるだけでなく、セキュリティや安全性の
問題を起こすことに繋がる。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案の目的は、複数の電力モジュールが、積層され、組み合わされた電力モジュール
間での電力及び信号の接続を、単純な接続構造、且つ簡単な操作によって、達成できる、
積層電力モジュール用コネクタ組立体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案は、積層電力モジュール用コネクタ組立体である。電力モジュールの其々は、正
面板、背面板、天面板、底面板、左側面板、右側面板及びバッテリパックを含む。電力モ
ジュールの背面板は、該背面板に取付けられるコネクタモジュールを含み、該コネクタモ
ジュールは、少なくとも１つの電源コネクタ及び少なくとも１つの信号コネクタを含む。
コネクタモジュールの少なくとも１つの電源コネクタ及び少なくとも１つの信号コネクタ
は、天面板の水平面より突出するように配置される。
【０００６】
　本考案による積層電力モジュール用コネクタ組立体により、複数の電力モジュールが、
互いに積層され組み合わされた電力モジュール間での電力及び信号接続を、単純な接続構
造且つ簡単な操作によって、複雑な外部の差込装置や接続ソケットを必要とせず、また複
雑な外部接続ケーブルなしで、達成でき、それにより、手作業による組立に必要な時間や
費用の問題、及び熟練オペレータに頼るという問題が、完全に排除できるだけでなく、電
力モジュールの裏面で不規則に露出したケーブル／ラインの結果生じる見た目の悪さ、メ
ンテナンスの困難さ、安全性の問題も、解消できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案の実施形態を示す斜視図である。
【図２】部品が取り外された状態の図１の分解図である。
【図３】図２の平面図である。
【図４】部品が取り外された状態で、前側から見た本考案の分解図である。
【図５】図１のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図６】本考案に従い、スライド操作によって複数の電力モジュールが積層され、組み合
わされるところを示す斜視図である。
【図７】本考案に従い、複数の電力モジュールが積層され、組み合わされたところを示す
、前側から見た、斜視図である。
【図８】本考案に従い、スライド操作によって複数の電力モジュールが積層され、組み合
わされたところを示す、後側から見た、斜視図である。
【図９】本考案によるコネクタ組立体を示す、拡大した形での斜視図である。
【図１０】本考案によるコネクタ組立体の略正面図である。
【図１１】本考案によるコネクタ組立体を示す、後側から見た斜視図である。
【図１２】その部品が互いから取り外された状態で、本考案によるコネクタ組立体を示す
、前側から見た分解図である。
【図１３】その部品が互いから取り外された状態で、本考案によるコネクタ組立体を示す
、後側から見た分解図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
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　図１乃至図４を参照すると、電力モジュール１は、正面板１１、背面板１２、天面板１
３、底面板１４、及び互いに相対する左側面板１５及び右側面板１６の間で、該板によっ
て画成される内部空間を含む。バッテリパック２は、電力モジュール１の内部空間に受容
され固定される。電力モジュール１の正面板１１は、ユーザによる電力モジュール１をス
ライドする操作が容易にできるように、該正面板１１に取付けられる２本のハンドル１７
を含む。
【０００９】
　電力モジュール１の背面板１２は、天面板１３に隣接する位置に、コネクタモジュール
３を備える。電力モジュール１の背面板１２は、底面板１４に隣接する位置に、該背面板
１２に取付けられる相手方挿入受口組立体３ａを備える。
【００１０】
　また、図５を参照すると、電力モジュール１の天面板１３は、移動方向Ｍ１に延在する
左スライド構造部４１及び右スライド構造部４２を備える。
【００１１】
　電力モジュール１の底面板１４は、移動方向Ｍ１に延在し、其々左上縁部４１及び右上
縁部４２に対応する、相手方左スライド構造部５１及び相手方右スライド構造部５２を備
える。
【００１２】
　左スライド構造部４１、右スライド構造部４２、相手方左スライド構造部５１、及び相
手方右スライド構造部５２を伴う構造構成で、２つ以上の電力モジュール１は、互いに連
続的に積層されることによって、纏めて組み合わせ可能となり、コネクタモジュール３と
該コネクタモジュール３の相手方挿入受口組立体３ａとを接続することで、拡張された電
力モジュールを形成できる。左スライド構造部４１、右スライド構造部４２、相手方左ス
ライド構造部５１、及び相手方右スライド構造部５２は、互いに対応し、嵌合するダブテ
ール構造、又はガイドレールや嵌合ガイドスロット等、スライド移動のために他の対応し
、嵌合する構造を伴うスライド構造部にできる。
【００１３】
　電力モジュール１の天面板１３は、移動方向Ｍ１に延在する位置合わせスロット６１と
共に、更に形成される。電力モジュール１の底面板１４は、移動方向Ｍ１に延在し、位置
合わせスロット６１に対応する位置合わせレール６２と共に、更に形成される。また、天
面板１３は、位置合わせスロット６１に隣接する位置に、天面板１３に形成される補助レ
ール６３を備え、また、底面板１４は、位置合わせレール６２に隣接する位置に、底面板
１４に形成される補助スロット６４を備える。
【００１４】
　電力モジュール１の左側面板１５及び右側面板１６は、其々、電力モジュール１に優れ
た放熱を提供するために、放熱フィン組立体７と共に形成される。更に、放熱フィン組立
体７は、少なくとも１つのクーラント液流路７１を備え、クーラント液流路７１は、配管
（図示せず）と接続され、放熱作用を向上させるためにクーラント液流路７１に供給され
るクーラント液を受容する。
【００１５】
　図６乃至図８を参照すると、同じ構造を有する追加の上側電力モジュールを、電力モジ
ュール１に、互いに垂直方向に隣接させて積層するために、上側電力モジュールの相手方
左スライド構造部及び相手方右スライド構造部は、其々電力モジュール１の左スライド構
造部４１及び右スライド構造部４２と位置合わせされ、上側電力モジュールが、スライド
移動によって、電力モジュール１の天面板１３に結合するように、移動方向Ｍ１に移動が
行われる。
【００１６】
　また、電力モジュール１の底面板１４は、同じ構造を有する下側電力モジュールと組み
合わせ可能である。電力モジュール１と下側電力モジュールとを互いに組み合わせて結合
するために、下側電力モジュールの左スライド構造部及び右スライド構造部は、其々電力
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せされ、下側電力モジュールが、電力モジュール１の底面板１４の下に積層され、結合さ
れるように、移動方向Ｍ１に移動が行われる。
【００１７】
　電力モジュール１と隣接するモジュールとの積層した組み合わせは、位置合わせスロッ
ト６１と位置合わせレール６２との位置合わせによってのみでなく、スライド移動のガイ
ド効果を提供するために行われる、補助レール６３と補助スロット６４との位置合わせに
よっても達成される。
【００１８】
　電力モジュールがスライド移動によって組み合わされた後に、左側面板１５及び右側面
板１６に設けられた係止体８が、互いに垂直方向に隣接する電力モジュールを纏めて確実
に係止するように適用されてもよい。
【００１９】
　図９乃至図１１を参照すると、コネクタモジュール３は、バッテリパック２に接続され
る少なくとも１つの電源コネクタ３１及び少なくとも１つの信号コネクタ３２を含む。
【００２０】
　コネクタモジュール３の少なくとも１つの電源コネクタ３１及び少なくとも１つの信号
コネクタ３２は、天面板１３の水平面よりも突出した位置に、配置され、それにより、同
じ構造の上側電力モジュールが、電力モジュール１に積層される際に、上側電力モジュー
ルの底面板に設けられた２つの相手方スライド構造部は、電力モジュール１の天面板１３
に設けられた左スライド構造部４１、右スライド構造部４２に対応して、セットされ、上
側電力モジュールは、移動方向Ｍ１に移動するよう押圧されて、上側電力モジュールの相
手方挿入受口組立体３ａを、電力モジュール１のコネクタモジュール３と位置合わせした
後、挿入する。
【００２１】
　コネクタモジュール３は、電力モジュール１の背面板１２に対して平坦で滑らかな表面
を形成するように配置される。その結果、複数の電力モジュールが積層され組み合わされ
ると、電力モジュールの背面は、露出されたケーブル／ラインが互いに絡まるという問題
を被ることのない、一体化した平坦で滑らかな表面を纏って形成する。
【００２２】
　図１２乃至図１３を参照すると、コネクタモジュール３は、少なくとも１つの電源コネ
クタ３１、少なくとも１つの信号コネクタ３２、ケーシング３３、回路基板３４、プロテ
クタプレート３５、及びカバープレート３６を含む。回路基板３４は、電気的過負荷を保
護するための少なくとも１個のヒューズ３７を備える。また、コネクタモジュール３は、
少なくとも１つの挿入ガイド部３８を更に備え、それにより相手方挿入受口組立体３ａが
コネクタモジュール３に挿入される際に、挿入ガイド部３８が、挿入が正確に位置合わせ
して行われるようにガイドするのを助けるようにする。
【００２３】
　本考案について、好適な実施形態を参照して説明したが、当業者には、様々な変形及び
変更が、付記した請求項で規定される本考案の範囲から逸脱しない範囲で、行われてもよ
い。
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【図４】 【図５】



(7) JP 3209217 U 2017.3.9

【図６】 【図７】
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